
マイポイント・ドット・コム株式会社

サイトのリニューアルを機に、データベースとしてDB2を採用。
サービス追加のフレキシビリティーが向上

マイポイント・ドット・コム株式会社（以下、マイ

ポイント・ドット・コム）は、大日本印刷株式会

社（以下、DNP）のグループ会社の一員とし

て、インターネットを利用したポイントのロイヤ

リティー・サービスを提供しています。マイポイン

ト・プログラムにより、登録会員と企業・ECサ

イトを広告、リサーチ、アフェリエイト提携の三

つの接点で引き合わせ、インターネットだけでな

く、リアルなプロモーションとも連動できる柔軟

なサービスを展開しています。同社にとって、ポ

イントは、まさに会員と企業の“接点”。どれだ

け心地よい接点をつくるかは、同社のミッショ

ンにもなっています。そして、この接点の場と

なっているのがMyPointサイトです。

今回、同社では会員サービスのより一層の質

的向上を図るために、サイトをMyPoint 2.0

からMyPoint 3.0へ全面リニューアル。会員

データを収納し、そのキーとなるデータベースに

も、新たなシステムが検討され、IBM DB2が

同サイトで初めて採用されました。

従来のMyPoint 2.0がスタートしたのは2004

年1月。MyPoint 2.0は、それまで米国マイポイ

ンツのASPサービスで事業展開していたシス

テムを日本に移設し、ローカライズしたものでし

た。その後、世の中の動きの変化とともにユー
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ザー会員の興味の対象も変化し多様化して

きました。マイポイント・ドット・コムでは、こうした

変化をデータベースに反映させる必要があり、

当然そこにはフレキシブルな対応が求められ

ます。MyPoint 2.0におけるデータベースはリ

レーショナル型でした。しかし、通常のリレーショ

ナル型での対応にはさまざまな問題が発生して

きた、と今回のMyPoint 3.0構築の中心を担っ

たオペレーションディビジョン 村瀬 有人氏は

話します。「2.0まではSunとORACLEの組み

合わせでシステムを構築してきました。しかし、

ORACLEのリレーショナルは、会員に新しい興

味ジャンルが出てきた場合に、それを属性として

追加する場合の柔軟性に課題がありました。フ

レキシビリティーとコストのバランスをどう取るか

が今回のリニューアルの重要ポイントとなってい

ました。

この課題に取り組み、問題点をクリアするため

にマイポイント・ドット・コムがデータベースとして

採用したのがDB2です。採用の背景には、同

社のオープンソースに対するこだわりがありま

す。これまでも同社はメール配信などのサブシ

ステム構築の開発言語としてオープンソースの

Rubyを活用していました。オープンソースを使

う理由は、「システムを常に安定稼働させるた
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めには、万が一問題が発生した場合に、開発

者である自分たちがすぐに解決できることが重

要で、そのためにはソースコードを把握できてブ

ラックボックスがないオープンソースのほうが好

都合だからです」（村瀬氏）。

MyPoint 3.0の構築もオープンソースで行い

たいという意向があり、それとDB2採用の関

連について、開発責任者であるゼネラルマネー

ジャー 石月 康雄氏は次のように話しています。

「採用の決め手の一つになったのは、オープン

ソースに対するIBMの姿勢です。Rubyを公式

にサポートしていたのはIBMだけですし、DB2

との親和性も非常に高いということで検討に

入れました」さらに、以前より同社のサブシステ

ムを構築し続け、今回のシステム開発も手がけ

たアイベクス株式会社（以下、アイベクス）から

の評価もあったことを石月氏は付け加えていま

す。懸案だったフレキシビリティーについては、

DB2がリレーショナル・データとXMLデータを

統合的に扱えることで、これまで以上にスピー

ディーに対応できるとの見通しが立ち、サイト・リ

ニューアル計画は実施に移ります。

リニューアルのプロジェクトは2008年4月にス

タートし、開発が始まったのは7月。11月にプロ

グラムが完成し、1カ月間のテストを経て、2009

年1月23日に新サイトはオープンしました。「従来

のシステムではできなかったことを、今回新しい

システムでは実装できました。開発は極めてス

ムーズに進行し、アイベクスとIBMには感謝し

ています」（村瀬氏）。
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同社とアイベクスとの付き合いは、米国マイポイ

ンツ社のシステムをASPとして使っていた2003

年にまでさかのぼります。「アイベクスはRuby

開発のスキルの高さでは有名な会社であり、

オープンソースを使いたいというわれわれの要

望にスピーディーに応えてくれました。今回のサ

イト・リニューアルの開発現場も郡山のアイベク

ス・テクニカルセンターにあり、アイベクスには大

変尽力いただき、プロジェクト成功の大きな要因

になっています」（石月氏）。

その間、IBMのサポートの一つとして、IBMトロ

ント研究所のDB2の製品責任者が来日して、

DB2およびXMLに関してのプレゼンテーショ

ン、デモが行われたことも、プロジェクト進行の

一助となったそうです。

新しい属性や機能を追加する際のフレキシビリ

ティーが格段に高まったことについて、DNP 情

報コミュニケーション研究開発センター ユビキ

タスメディア研究所 花邑 裕斗氏は「サービス

内容を、どんどんフレキシビリティーに変えなけ

ればいけないときに、従来のデータベース・シス

テムでは難しいところがありましたが、新しい機

能もスムーズに追加できるようになりました」と話

します。パフォーマンスも大幅に向上し、ポイント

発行レコードの計算で見た場合、MyPoint 2.0

では12カ月分の計算を１0秒かかっていたの
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が、MyPoint 3.0では18カ月分の計算を１秒で

処理できるようになりました。サイトオープン前に

DNPのパフォーマンステストを行った結果、大

幅なパフォーマンスアップを確認することができ

たので安心してサイトのリニューアルオープンの

日を迎える事ができました。

村瀬氏は「Java™、Sun、ORACLEの組み合

わせから、Ruby、IBMブレードサーバー、DB2

の組み合わせに移行し、トータルで大幅なコスト

ダウンが実現できたのが大きな成果」と強調し

ます。

量の追求よりも、サービスの質の向上を目指して

いるのがマイポイント・ドット・コムです。「ポイントだ

けを核にしたロイヤリティー・プログラムだけでは

なく、さらなるサービスを企画して、そのためのシ

ステムを構築していきたいと考えています」（石

月氏）。さらに、親会社のDNPとのシナジー効果

を求め、DNPグループ全体で意味のあるサー

ビスを展開したいと同氏は続けます。こうしたこ

とも含め、IBMへの期待を同氏は次のように話

しています。「DB2も、これからバージョンアップ

して、いろいろな機能を追加していくと思います

が、そういった情報をなるべく早く教えていただ

きたい。そうすれば、早い段階でそれを生かし

た企画を立ち上げられ、差別化にもつながるの

ではないか。そういった意味でも、いろいろ密に

情報交換をしていければと思います」
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本社所在地 

〒141-8001
東京都品川区西五反田3-5-20 DNP五反田ビル
URL:http://www.mypoint.com

企業概要 

マイポイント・ドット・コム株式会社は、インターネッ
ト無料ポイントサービス「マイポイント」を活用し
たマーケティング事業および関連ソリューションの
開発・提供を行っています。

ビジネスパートナー 

アイベクス株式会社
〒101-0024
東京都千代田区神田和泉町１番地3-3 タイワビル
URL：http://www.ivex.jp

村瀬 有人 氏 
オペレーションディビジョン

お客様名　マイポイント・ドット・コム株式会社

花邑 裕斗 氏 
大日本印刷株式会社
情報コミュニケーション研究開発センター 
ユビキタスメディア研究所

石月 康雄 氏 
ゼネラルマネージャー

IBM、IBMロゴ、ibm.com、およびDB2は、世界の多くの国で登録されたInternational Business Machines Corporationの商標
です。
JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴはSun Microsystems, Inc.の米国およびその他の国における商標。
他の製品名およびサービス名等は、それぞれIBMまたは各社の商標である場合があります。
現時点でのIBMの商標リストについては、www.ibm.com/legal/copytrade.shtml（US）をご覧ください。
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